
本物のビジネスと生きた英語を体感する場

我々のセミナーは、普通の英語教室と「どう違うの？」
と、思う方がいるかもしれません。その疑問に簡単にお
答えするとすれば、「英語を教わるというよりも、本物
のビジネスと生きた英語を体感していただく場。そして、
世界で勝負できる日本人になるための、人間力を身につ
けていただくために自分と向かい合っていただく場」と
いう表現が、適当でしょうか。

PYD（Pursue Your Dream Foundation）は、米国・
ニューヨークで、2007 年に立ち上げた教育機関（NPO
法人）です。創設当時、私はまだ銀行に勤めていました。
私はニューヨーク生まれ・ニューヨーク育ちのジャパ
ニーズアメリカンです。銀行に勤め始めた時、アメリカ
人と同じ方法で仕事をするのではなく、日本人だからこ
そ出来ることは無いかと考えました。模索しながら見つ
けた答えは、日本人が本来大事にしてきた誠実さでした。

「お客様目線」に徹し続けていくうちに結果がついてく
るようになりました。

私が最初に就職した銀行は、業界に革命を起こした銀
行でした。365 日のうち 361 日、午前７時半から午後８
時まで営業していました。大手銀行に負けないために、
完全にお客様の立場に立った運営を行っていました。そ
して、私自身も大手に勝つため必死に工夫し、働き、お
客様の役に立つための発想を絞り出しました。そこで鍛
えた基盤があったからこそ、大手銀行に移ったとき、あ
り得ないほど仕事が簡単に思えました。上司が却下した
案件を見せてもらうと、「あっこれできますね」と、い

う感じでした。そうすると上
司の成績も上がり、win-win-
win の世界が続きました。

私が最年少で全米ナンバー
ワンの営業成績を残せたの
は、ローカル銀行で厳しく叩
きこまれた基礎と自分を信じ
て信頼して下さったお客様の
おかげだと思っています。大手銀行では、人間関係の重
要さを身をもって学びました。

私は、もっと日本人が従来持っている強みを、世界の
どこでも生かせるようになってもらいたい、と思ってい
ます。私がジャパニーズアメリカンとして、日本を外か
ら見てきたからこそ強く思うことは、メイド・イン・ジャ
パンは、素晴らしいパワーを持っているということです。
しかし、いま、明らかにパワーシフトが起こりつつあり
ます。海外にいながら、日本にこれほど守られている自
分が、海外で学んできたことを次は日本に少しでも恩返
しをしたい。日本には私よりも頭のいい人、立派な人が
たくさんいます。日本は人材の宝庫です。少し方向性を
変えるだけで、よりパワーアップできるのではないかと
考えました。

“Polite”から“Friendly”へ

日本人は、話す・聞くの英語が苦手だとよく言われま
す。なぜ日本のように経済が発展している国で英語が話
せないのか、私はずっと不思議でした。駐在員の方を拝
見していて、日本人は、“礼儀正しい”、いわゆる polite
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な英語を教わり続け、話そうとするからだと思いました。
日本語では正しい敬語を使った礼儀正しい言葉づかいが
必要です。しかしアメリカでは、フレンドリーにできる
だけ誰にでもわかる言葉を使い、相手に親しみを感じて
もらうことが、信頼感へとつながるのです。小さなミス
を恐れる必要はありません。アメリカではミスをするの
は当たり前で、それを気にする人はいません。むしろ完
璧に話し過ぎると、聞いている側にはあたかも台本を読
んでいるかのように伝わることがあります。それでは、
相手の心には何も響きませんし、印象に残りません。

先日、外資系の IT 企業で講習を行う機会がありまし
た。プレゼンテーションをしていた日本人の中には流暢
な英語でプレゼンをこなす人もいました。日本人の聴衆
の方々は、「英語が素晴らしい」と称賛していました。
しかし、英語力がいくら高くてもそれだけでは外国人に
は伝わりません。先程の方とは反対に、英語は決して流
暢ではありませんでしたが、外国人に大絶賛されていた
日本人がいました。日本でも、グローバルプレゼンテー
ションの講習はさまざまなされていると思います。しか
し、多くは「こうやれば伝わるはずだ」という How だ
けを与えられます。Howを知っていても、難しいのが「伝
える」ことなのです。どんなに恰好よく、力強く話して
も、人を引き付ける力がなければ、聞いている人の心に
言葉は刺さりません。それは、日本語でも同じだと思い
ます。言葉は手段であって、目的ではありません。相手
が心を開いてくれた時に初めて、人種や国籍を超えた、
グローバルなコミュニケーションが生まれるのです。決
め手となるのは、その人の話を聞きたいと思える人間力
です。それが相手の心を開くのです。PYD では How
ではなく、受講生お一人おひとりの人間力を高めること
を目的としています。

優秀な人材が自然と集まってくる場に

ここで、私が教育に携わるようになるまでの経緯を少
しお話しておきます。

PYDは、当初、３名の講師によるビジネスエチケット、
ビジネスマインドの講習から始まりました。が、１年後、
企業と留学生や駐在員の方たちの間に立って、インター
ンシップの紹介を行うようになりました。しかし、最初
のインターンシップの試みでは、双方ともに満足感を与
えることが出来ませんでした。そこで、「どんな人材なら、
また雇ってくれますか」と、私はすべての会社にインタ
ビューして回りました。会社の要望をカバーできるカリ
キュラムを作り、半年間、インターンシップ希望者に教

育を行いました。カリキュラム完了後、再度、インター
ンシップをお願いしたところ、インターンシップは企業
からも学生や駐在員からも喜ばれる win-win の場に
なっていました。

ちなみに、インターンシップに参加するのは学生ばか
りではありません。意識の高い駐在員の方は、日本人コ
ミュニティから抜けて米国の会社を体験してみようとす
る方が少なくありません。駐在員の方はエグゼクティブ
ですからビジネスはできるが言葉が使えないとすれば、
その言葉が使える環境に入ってもらいます。英語はでき
てもビジネス経験のない学生には、ビジネスの現場を
知ってもらう。そうしたマッチングも考えて行いました。

私が、30 歳で銀行で高い成績を残したとき、「若いの
にどうやって達成されたのですか」という質問を多くの
人からいただきました。私は普通のことをやっていただ
けだと思っていましたが、よくよく考えてみると成果へ
と結びついたプロセスがありました。それを、インター
ンシップのカリキュラムに追加しました。日本では就職
活動で、学生に仕事の経験が求められることはほとんど
ありませんが、アメリカでは新卒者であっても即戦力が
求められます。そのため、「雇いたいけど経験がないね」
と言われることは珍しくありません。学生に仕事の経験
がないのは当然で、私も学生の頃、同じように「誰か先
輩がいてくれて、学生時代にもう少し仕事を経験してい
れば、就職活動も楽だったのに」と思いました。

そうしてできた当初の枠組みは、いまでも生きていま
す。最近は私が手を加えていますが、最初はハンズオフ
で、自分たちでチームをつくり、役割をつくり、カリキュ
ラムやプログラムをつくっていました。履歴書に自分が
学生の頃、何をやっていたかが書けるような仕組みを
作っていたのです。私自身が、最初に教えてもらえれば
よかったと思ったことを提供する場をつくることで、優
秀な人材が自然と集まってきました。その組織が育って、
いまの PYD となっています。

あなたの中に眠る人間力の種を見つけ出す

PYD で は、 ①「Mindset」、 ②「Mentality」、 ③
「Motivation」の３つの“M”を常に念頭に置きながら、
この順序で講義を進めていきます。日本では最後のモチ
ベーションから入ろうとする方がほとんどですが、それ
では大きなプレッシャーとなり、ときとしてつまずきの
原因となることもあります。TOEIC で 850 点とろうと
すれば大きなプレッシャーがかかるでしょう。その結果
850 点とれたとしても、英語が使えなければ意味があり



ません。
PYD では、最初は握手の仕方や名札の付け方など小

さくても重要なテクニックから始めます。日本人の握手
はとても弱い。外国人はみなそういう先入観を持ってい
ます。相手の手をがっしりと握れば、それだけで最初に
強い印象を残すことができます。スタート地点が違って
きます。そして、マインドセット、メンタリティーに踏
み込んでいきます。この二つは似ていますが、前者は心、
後者は頭と考えてもらえばよいでしょう。マインドセッ
トして考え方の基礎をつくり、心の持ちようを整えて、
メンタリティーで論理的思考を共有させていただきま
す。最後の M（モチベーション）は行動です。自分が
思い描いていることを実現するために、アクションに落
とし込んでいく。そうした過程で高いモチベーションの
生徒が、生きた英語を自然と使えるようになっていくの
です。そこには、「英語を話さなければならない」では
なく、「英語を話したい」あなたがいるでしょう。

言葉は生き物です。PYD で身につけた英語は、生き
た言葉です。NY のコロンビア大学で一番人気のある先
生は、働きながら夜教えている先生です。夜の授業は満
員です。その日、起こったことを実例として使いますか
ら。現場から離れている専任のベテラン教師は、アカデ
ミックではあっても実践的ではありません。現実につい
ていけなくなっています。そうしたアメリカの現実を見
て、日本でもこれをやっていけば、学生やビジネスマン
の方々のお役に立てるに違いないと確信しました。

格好のよい英語やむずかしい単語使う必要は全くあり
ません。アメリカでは、より簡単に伝えることが奨励さ
れています。そうした現実を、心と頭で理解するのもマ
インドセットとメンタリティーの重要な部分です。だか
ら、PYD は、どこに行っても通じる人材を輩出できて
いるのです。

あなたの周りに、特殊な才能があるわけではないのに
周りに人が寄ってくる人はいませんか。それが人間力で
す。最初から、人間力に溢れる人はそうそういません。
特殊な才能に恵まれた一部の人は別として、多くの人間
はそれほど凄いわけではありません。しかし、人間力の
種はすべての人の中に眠っています。それに自分自身が
気付き、周りにどう伝え、どう見せていくか。それが上
手くできれば、自ずと士気も高まります。

いままで気付いていなかったものに気付くことも大切
です。まずは、日本人が当たり前だと思っていたことが、
グローバルに見てみればどうなのかを知ることから始ま
ります。すると、日本人が焦点を置いていなかった部分

が重要であったりする現実がわかります。そうしたこと
を、客観的に身近なところから理解していくために、私
の講座は、“How ？”ではなく、“Why?”の連続です。 

“Why? Why?”と、問われることで、自分と向き合う
時間ができてきて、その結果、マインドセットなど方向
転換のベクトルが自然と自分に向いてきます。

私自身、もともととてもシャイな性格でした。他の人
にどう思われるかを考えるなど、無駄が多かったと思い
ます。大事なのは、自分がもっと自分自身のことを好き
になることです。どう考えたら、どう行動したら、そし
てどう見せれば、自分も自分が好きになり、相手も自分
に信頼を寄せ好きになってもらえるか。私たちが提供す
るのは、楽しみながら人間力の種の開かせ方に気付いて
いただくための場です。なかなか難しいことですが、弱
い部分も含めて自分を受け入れる。自分のことを好きに
なれることは、素晴らしいことです。最終的にはもっと
輝く自分がそこにいます。

今後開催していく体験セミナーが、そのスタート地点
になると確信しています。

Profile
酒井レオ Leo Sakai
ワシントン大学をビジネスマネージメント専攻卒業後、コマース銀行（現 TD バ
ンク）に入行。バンクオブアメリカでは、2007年バンカメ全米営業成績１位（バ
ンカメ歴代最年少）という成績を残し、社内各賞を多数受賞。同年、NPO 法人
Pursue Your Dream Foundation（PYD）を設立。これまで留学生・駐在員
など1000名以上がイベントやプログラムに参加するまでに成長。2010年1月、
日本にグローバルスタンダードを獲得するリーダー人材育成のための教育機関

「PYD ジャパン」設立。

PYDの実例・事例

PYD NY本部の卒業生、受講生
米大手銀行、ニューヨーク市役所、大手ファイナンシャル会社、日本
航空、保険販売会社、保険ヘッジファンド会社、弁護士事務所、コン
サルティング会社大手クレジット会社、高級ホテルチェーン、等多数。

PYD JAPANの卒業生、受講生
外資系企業、大手機械メーカー、大手日系商社、大手日系銀行、大
手通信業界、会社経営者、など多数。

企業でのセミナー、授業クラス実績
総合商社、日本ヒューレットパッカード、NTTドコモ、パナソニック、
SMBCコンサルティング、第一生命、帝人、Wacom、マイナビ



輸入ものの評価基準、日本独自の監査組織

――内部監査の品質評価・外部評価に関して、お尋ねし

ます。内部監査協会などが評価を行っていますが、企業

からは、評価だけでなく改善に重きをおきたいという要

望をしばしば伺います。今日は、評価後のアフターフォ

ローまでを考えるお話を伺えればと思います。まずは、

現状をどのように捉えられていますか。

田原　内部監査の外部評価そのものが、会社内部の活動
から生まれてきたものではありません。内部監査協会と
いう大きな世界組織の中で、以前から基準を持ち、品質
評価を行っていました。それを、そのまま取り入れた、
いわば輸入品です。

日本には、かつて欧米にはない監査役という役職が商
法で定められていました。誰かやらなければなりません
から、役員 OB がある年齢になると行うのが常でした。
監査の立ち位置が極めて曖昧だったのです。そこに変化
が生じ始めます。

金融商品取引法ができて、その 24 条で内部統制
（J-SOX）が規定されたことによって法的に内部統制が
義務付けられました。また、新たに上場しようとする会
社は、内部監査部門がないと上場させてくれなくなりま
した。法的規制はありませんが、証券会社の審査条件の
一つになってきたのです。小規模な企業で従業員が 50
人、売上が 30 億円でも内部統制を整備しなければなり
ません。一方で、内部監査は法的規制がないわけですか
ら、すでに上場している昔からの企業の中には、内部監
査部門を持たない企業があったり、部門はあっても実態
がないなど、非常にバラつきがありました。

徐々にもっと内部監査をちゃんとやるべきだという外
部からの要請が強まり始めました。「ちゃんとした内部
監査」と言われると、日本には、そのよりどころとなる
基準がありませんでした。監査基準はそれなりの国際的
な基準はありますが、日本企業は必ずしもそれに準拠し
ていませんでした。「品質評価」は、そのよりどころを
求めて始めたものでした。強制力はありません。経営の
一つの側面として強化すべきだという認識は、必ずしも

なく、やらされ感が強いの
です。

一方で監査役という制度
も、日本以外ではほとんど
ありません。本来は取締役
会が方向を誤らないように
機能するのが監査役の役割
ですが、監査役制度のない
海外の場合、社外取締役が
その役割を担い、内部監査部門も重要な情報源となって
います。そのため国際的な基準をそのまま日本語に訳し
て持ってくるとかなり重たい活動をしなければなりませ
んし、監査役との役割分担は不明確になってしまうこと
があります。したがって、国際基準で評価すると非常に
低い評価になってしまうことがあります。「外部監査を
受けたほうがよい」という内部監査の人も、出てくる評
価はだいたいわかっています。その答えを実践できない
ということもわかっているから、評価を受ける意味はあ
まりないのではないかと感じている方が多いように思い
ますね。
――なぜ上手く回っていないのでしょうか。また、上手

く回していくためには何が必要でしょうか。

田原　あまりにも立派な基準ができてしまっているの
で、とっつきにくくなっているのも、なかなか実行でき
ない原因の一つかもしれません。さらに、目に見えるメ
リットがすぐに出てこないからでしょう。おそらく内部
管理部門（特許、教育研修、内部監査）の年間予算は売
上に対する比率でみると、ppm の単位になると思いま
す。売上高 1000 億円で 100ppm だと 1000 万円です。
だいたい２人を配置すると足が出る予算です。宣伝広告
費の 100 分の１程度にしかなりません。

内部監査に対する認識が日本ではコスト部門という認
識が強いですが、実際は投資です。まずは会社経営をす
るために必要な組織である、という認識が必要です。そ
の組織を運営するために必要な費用がどの程度かかる
か、という経営的なコンセンサスをつくっていくことが
必要でしょう。

 内部監査の品質評価・外部評価
大事なのはトップの姿勢と評価の後
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――評価を改善に結びつけるには、どうすればよいで

しょうか。

田原　足りない部分を指摘するだけでは、言いっ放しで
す。改善策としては、実際にステップを踏んで改善でき
るところから、手を付けるというやり方もあれば、優先
順位をつけて、例えば専門職としての「知識・教育」に
焦点が当たれば、研修やローテーション計画を見直すこ
とも考えられます。一つひとつ実行して、一歩を踏み出
すことが重要です。私たちは、そのお手伝いをする準備
があります。国際基準というサイズの合わない輸入服に
無理やり手を通そうとするのでなく、日本的経営に合っ
た独創性、発想をもって、導入しやすくするには、どう
すればいいかという部分のお手伝いから始めるのが実践
的だと考えています。

日本的な会社組織の中に木に竹を接いだように欧米的
な内部監査の役割を入れても、活動しにくいケースもあ
ります。会社によって、経営者の考え方も異なりますか
ら、会社に合わせて、どこを目指すかを考えていきます。
例えば５段階評価で、２という評価が出ただけでは前に
進みません。「あなたの会社は２です。満点の５まで３
段階もあります」と評価され、ダメなところばかり指摘
されても、「わかってはいるけど、どうすれば？」と、
みなさん戸惑ってしまいます。

２から、まずは３を狙うか、頑張って４を目指すか。
それによって、やるべきことも違えば、要するお金も時
間も異なってきます。それを決めるのは経営者です。ま
ず３を目指すとなれば、「２と３の間で欠けているもの
は何か？」という評価をすれば、具体的な行動に移せま
す。３になれば、４を狙えばいいわけです。
――アビタスでも、評価を受けることを優先するのでは

なく、どういう内容で進めていけば、実質的な品質の底

上げになるか、という意識を持っていただくよう、啓蒙

活動を田原さんと一緒に進めさせていただく予定です。

田原　評価をするのが、評価者の仕事ですが、それが経
営に役に立つかどうかは別物です。日本の管理部門予算
割合はppm単位ですが、欧米系の企業はおよそ10倍、‰
程度にはなっています。活動そのものに、監査法人のサー
ビス部門やコンサル会社の人といった人たちを、ずいぶ
ん使っています。評価の中で足りないところを、その人
たちに任せることができるし、外部の力を使うことに抵
抗感がありません。海外の内部監査の人たちと話をして
いると基本的にそこで話が合わなくなります。「外の専

門家を雇えばいいじゃないか」と、何の疑問もなく当然
のこととしています。

宣伝広告でテレビの CM をつくろうというとき、社
内で全部作ろうという会社は日本でもほとんどありませ
ん。広告代理店に頼むことを、誰も不思議に思わない。
海外では、内部監査や特許などもそれと同じ感覚なので
す。自分たちでやろうとするのは、専門性への理解不足
が原因だと思います。

トップの認識が成否を決める

――最優先事項として考えるべきことは何でしょうか。

田原　実行可能かどうかは別として、最も大事なのは経
営者の意識改革です。例えば、「海外ではこれが常識です」
とか、「同規模の会社はみなさんこうしています」といっ
た、現状をトップに伝えることは非常に重要です。経営
と組織の運営、内部監査が一体化して動いて、考え方に
整合性がとれます。その考え方が理解され、実行される
ことが内部監査の大きなテーマです。そういう観点から
見れば、会社としての考え方の中でどう位置づけられ、
実行できているかを品質評価すると、問題が生じてもす
ぐに解決に結びつきます。

ある程度の基礎固めをして、ある程度のレベルに達し
たなら、もう少しプロフェショナルな知識や経験を身に
付け、資格の取得などに展開していくことができます。
企業によってそれぞれやり方は異なると思いますが、ど
この企業も悩んでおられるのが人材です。社内歴は長い
が、監査経験がない。例えば、他の部門で功なり名を遂
げて、定年までの二年間を監査部門で過ごすとなった場
合、モチベーションを高めるのも難しいというお話も聞
きます。しかしトップの内部監査に対する理解と意識が
高い会社では、少ない人員でも、高いモチベーションを
保ちながら、内部監査を実効性あるものにしている会社
も多くあります。内部監査部門はトップの代わりに現場
を見る“目”であると、現場も認識します。実効性が上
がって、全体の品質がよくなります。ますますモチベー
ションが高まるという好循環になります。

やはり、最後はトップの意識です。経営トップから変
わっていくことが、早道ですね。

潜在的なリスクを適切に指摘

――企業の不祥事が経営を直撃する姿をこれまで何度も

我々は目にしてきました。

田原　不祥事は事件が起こってから騒がれますが、そう
いう会社は現場を見ていません。現場がわかっていると、

会社の状況や狙いによってテーラーメイドの
お手伝いをする



正直な話が出てきます。最初の情報の掴み方で、現場の
状況を把握していないことが一目瞭然であるケースが多
い。内部監査が、事前にリスク情報を掴み経営トップに
伝え、経営トップがリスクを認識していれば、何か起こっ
たとき、対応は全く違ってきます。
――コントロールが全く効いていなかったことを露呈し

ているわけですね。いま、一般的に言われている品質評

価は「コントロールできていません」で終わってしまい

ます。そこを田原さんなどのお力をかりて、具体的な改

善行動に繋がる啓蒙をしていこうと考えています。

田原　潜在的なリスクを抱えている企業は、たくさんあ
ると思います。それを適切に指摘できるのが本当の意味
での品質評価であろうと思います。逆に、そうでなけれ
ば点数だけ付けても意味がありません。絞りに絞った予
算であっても、これでは結局、無駄遣いになります。そ
うした発想や視点を、入れていくのが重要だと思います。

リスク管理という保険料に関するコンセンサスづくり

――アビタスもアフターフォローという面で田原さんと

協同させていただくことになります。啓蒙活動から、さ

まざまな手当て、コンサルティングなども審査していく

ように考えています。現場の方とお話すると、経営者に

本来伝えるべきことを把握していても、うまく伝えられ

ない担当者も多いように感じています。品質を底上げし

ようという話ですが、わかっているところをうまく伝え

るコミュニケーションスキルなども含めて、内部監査部

門の方にサービスしていきたいと思っています。

田原　それは非常に重要なことです。コミュニケーショ
ンスキルは、永く企業が求めてきた人材要件の一つでも
あります。ただし先に述べたように管理部門の場合、数
字に直結しません。それで、いくら儲かるのか、費用対
効果を数字で表せないという難しさがあります。そこを
どう考えるか、ということです。どこかでブレークスルー
が起これば、違ってくるはずです。
――日本はこれまで、マンパワーで機能してきました。

いま、マンパワーが機能しなくなりつつある中で、仕組

みを整えていなければならないのに、仕組みが全く機能

していません。もう一度マンパワーなのか仕組みなのか

を考えるときかもしれませんね。

田原　潜在的なリスクをどれだけ抑えるかにかかる費用
は、言わば保険のようなものです。何もなければ保険料
は掛け捨てになりますが、いざというときには役に立つ。
そのバランスをどのように考えるかは、経営スタイルを
どう考えるかと同じだと思います。日本ではまだ、保険

料の妥当性のコンセンサスが得られていません。だから、
どんな金額であれ高いという印象を抱きがちです。そこ
が払しょくされれば、現場レベルでのニーズは非常に高
いと思います。

身の丈に応じた活動をトップの理解の下に行う

――経営者の意識の持ち方一つで、コストをそれほど上

げなくても品質が担保出来るということであれば、それ

は会社にとっては大きなメリットですね。

田原　経営に利用できる、経営に役立てるという認識と
なり、アプローチがうまくできれば、変わってくると思
います。
――経営者は忙しいからすべてを見ることはできませ

ん。代わりに内部監査が見ている、ということが CIA

の教科書に出てきます。それさえへイメージできていな

い経営者もいます。経営者が後ろ盾になっている企業は

人数が少なくてもしっかりコントロールされているとい

うのは、そういうことかもしれません。それがないから

動けない、というのが現場の実感のようにも思います。

お金だけかければいいというものでもありませんよね。

田原　そうですね。身の丈に応じた活動は何かを考えな
がら、どうやって積み上げていくかを、みなさんがお持
ちでない情報を提供しながらお伝えしていきたいと思っ
ています。
―― 一方で、現場では評価を受けることに固執されて

いる方もいます。品質評価は法律で義務付けられている

わけではありません。本質を理解していただいて、品質

を高めることにフォーカスして、田原さんが仰っている

部分に着眼していただければ、同じコストで３倍、５倍、

10 倍の成果が得られるかもしれません。何をすべきか

を、今後、手ほどきいただいて、アビタスも貢献したい

と思っています。よろしくお願いいたします。

田原　こちらこそ、よろしくお願いいたします。
――経営に役立つ、経営に使える内部監査、評価になる

よう、大いに期待しています。本日はお忙しいところあ

りがとうございました。

（聞き手・アビタス高橋）

Profile
田原中男 Nakao Tom Tawara
東京大学経済学部卒業。ハーバードビジネススクール (PMD） 終了。1970年、
ソニー入社。人事、ビジネス企画、管理業務、子会社再建、内部監査を担当。特
に内部監査については、金融、映画等すべてのビジネス領域を包括的に評価する
ことを可能とするグローバルな内部監査体制を構築した。US-SOX 法成立に伴
い、ソニーグループ全体の内部統制プロジェクト総責任者となる。ソニー退社後、
新日本監査法人アドバイザーを経て、BMDリサーチ代表。CIA（公認内部監査人）。
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　  6／11（金） セミナー IFRSセミナー

■会場：アビタス八重洲校　東京都中央区日本橋 3-6-2 日本橋フロント４階
■定員：70 人程度　■対象：経理・財務部門の方々
■参加費：無料　 　 ■主催：アビタス　■共催：JBA グループ

時間 プログラム 講師

13:00〜13:20 開場

13:20〜14:00 第１部　IFRSの最近動向 前ASBJ副委員長
加藤厚氏

14:00〜14:40 第２部　IFRS適用プロジェクトの進め方
JBAグループマネージング・ディレクター

脇一郎氏

15:05〜16:25 第３部　個別会計処理解説 前ASBJ副委員長
加藤厚氏

16:25〜16:50 第４部　質疑応答

16:50〜17:00 IFRS関連サービスの紹介 アビタス

八重洲校
大阪校

新宿本校

新宿本校 八重洲校 大阪校

※ 2014 年 5 月中旬より下記住所に移転予定
〒 530-0017　大阪府大阪市北区角田町 8 番 1 号
　　　　　　　梅田阪急ビルオフィスタワー 21F

● 加藤厚 氏
公認会計士、JBA グループ顧問、前 ASBJ 副委員長 
　【略歴】
　2009 年　企業会計基準委員会委員（常勤） 
　2010 年　企業会計基準委員会副委員長（常勤） 
　2014 年　国際会計士倫理基準審議会ボードメンバー

● 脇一郎 氏
公認会計士、JBA グループ　マネージング・ディレクター
　【略歴】
　2001 年 7 月 米系外資系企業　ビジネスアナリスト
　2002 年 9 月 外資系ソフトウェア会社　代表取締役就任
　2006 年 9 月 ジャパン・ビジネス・アシュアランス株式会社
　　　　　　    マネージングディレクター

お申込みはこちらから → http://abitus.jp/ifrs611




